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市民協働フ ァ シリ テータ ー制度について 

 

京都市市民参加推進条例で，「 政策の形成， 実施及び評価の一連の過程におい

て， 市政参加の機会を 確保すよ う 努める 」 旨が定めら れていま す。  

ま た， 市民参加推進計画（ 第３ 期） では，「 信頼や学びにつながる 『 市民と 職

員と の対話』 の推進」 を 掲げていま す。  

こ れら を 達成する ため， ５ 日間の実践的な研修を 受けた職員を「 市民協働フ ァ

シリ テータ ー」 に任命する 制度を 平成２ ９ 年度に創設し ， 市民と 協働し た市政運

営の更なる 推進， 市民と の対話の場の更なる 創出に取り 組んでいま す。  

現在１ ０ ８ 名が任命さ れ，本年度も 新たに，約３ ０ 名の任命を 見込んでいま す。 

市民協働フ ァ シリ テータ ーに任命さ れた職員は， 各所属がワ ーク ショ ッ プを実

施する 際の企画や運営と と も に， 行政課題解決のために行政と 市民を つなげる 支

援を 行いま すので，希望さ れる ご所属・ ご担当者様は，総合企画局総合政策室（ 市

民協働推進担当： ２ ２ ２ －３ １ ７ ８ ） ま でお気軽に御相談く ださ い。  

 

１  目的 

市政に対する 市民意見を対話によ り 引き 出し ， 市民意見を適切に反映し た政

策の形成， 実施及び評価， 並びに市民と 協働し た市政運営を行う 職員を 増やす

こ と を 目的に， 市民協働フ ァ シリ テータ ーの養成及び任命を行う 。  

 

２  任命 

  ワ ーク ショ ッ プの企画やフ ァ シリ テーショ ン能力を養う 研修を受講し た職

員を ， 市長が， 市民協働フ ァ シリ テータ ーに任命する 。  

 

３  役割 

市民協働フ ァ シリ テータ ーは， 所属長の了解を得た上で， 以下の内容を本務

と し て担う 。  

⑴ 自身の所属において， 政策の形成， 実施及び評価の一連の過程において，

積極的に市民と の対話の場を創出する こ と 。  

⑵ 市民と の対話の場の創出について， 他所属から 相談があっ た場合に， 企画

のアド バイ ス を 行う と と も に， 必要に応じ て運営を サポート する こ と 。  

⑶ 翌年度以降の市民協働フ ァ シリ テータ ー養成研修を サポート する こ と 。  

 

 

  ワ ーク ショ ッ プの目的に沿ったテーマ（ 問い）， デザイ ンの設定  

  市民から 意見を 聴く だけでなく ，市民にも 主体的に動いても ら う ための， 

フ ァ シリ テーショ ン  

  ワ ーク ショ ッ プ当日の実際の運営のポイ ント  

  所管課だけでは解決が難し い行政課題に対し て， 政策融合， 市民協働の

視点から 課題を 再設定する こ と                など  

 

特に相談いただける 内容 
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４  市民協働フ ァ シリ テータ ーの「 活躍実績」 と 「 新たな展開」  

 ＜令和２ 年度の活躍実績＞ 

⑴  市民と の対話の場の企画・ 運営サポート （ 詳細は次ページ）  

延べ７ １ 名の市民協働フ ァ シリ テータ ーが各局区等の１ ０ 件の市民と の対話の場の

企画サポート ， 当日のフ ァ シリ テーショ ンに派遣， 活躍し ま し た。  
 
⑵ 「 京都をつなげる ３ ０ 人」 への参加（ Sl ow I nnovat i on㈱主催）  

  京都に関わる 企業やＮ Ｐ Ｏ ， 行政など 様々なセク タ ーから 選ばれた３ ０ 人が集ま り ，

企業の持つビジネス モデルの知識，Ｎ Ｐ Ｏ の持つアート や社会課題の専門知識，行政の

持つ政策形成の知識を 持ち寄り ，対話を繰り 返し ，ま たセク タ ーを 超えた次世代ネッ ト

ワ ーク を 構築し ，社会課題の解決のモデルを 作り 出すこ と を 目指すも の。令和２ 年度は，

４ 名の職員（ う ち市民協働フ ァ シリ テータ ー２ 名） を派遣し ， 社会課題解決のプロ ジェ

ク ト の企画運営， 実践を行いま し た。  
 
⑶  市民協働フ ァ シリ テータ ー自主研究会の開催（ 人事課・ 市民協働推進担当）  

  市民協働によ る 政策形成やま ちづく り の推進のために，フ ァ シリ テーショ ン技術，課

題発見力，対人・ グループコ ミ ュ ニケーショ ン等について総合的に学ぶこ と を 目的と し ，

令和元年度から ， 庁内の市民協働フ ァ シリ テータ ー全員によ る 自主研究会を 発足さ せ，

令和２ 年度も 引き 続き 任命期を 超えた W eb 会議勉強会等を開催し ま し た。  
 
⑷  オン ラ イ ンワ ーク ショ ッ プへの市民協働フ ァ シリ テータ ーの派遣 

新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大防止の観点から ， 対面でのワ ーク ショ ッ プに代わっ て 

オンラ イ ンを用いたワ ーク ショ ッ プが増加し たこ と を受けて，自主的にオンラ イ ンでの 

フ ァ シリ テーショ ン手法を学んだ市民協働フ ァ シリ テータ ー等を 中心にオンラ イ ンを

活用し た新し い形でのワ ーク ショ ッ プで活躍し ま し た。  

 

＜令和３ 年度以降の新たな展開＞ 

⑴ 地域課題解決に向けた更なる 活躍 

多様なセク タ ー（ ま ちづく り 団体， 企業人， 行政職員， 大学関係者等） のメ ンバーが

京都の未来が良く なる 取組や地域課題の解決に向けて，セク タ ーを 超えて価値を創造す

る ための対話型のセッ ショ ンである「 ク ロ ス セク タ ー京都」や「 京都をつなげる ３ ０ 人」， 

本市及び京都信用金庫の若手職員を 対象と し た， 社会課題・ 地域課題の解決に向けた取

組を行う 合同研修「 き ょ う から プロ ジェ ク ト 」 等へ市民協働フ ァ シリ テータ ーが参加す

る こ と によ っ て， 多様な主体と の協働型の地域課題解決の方法を 学んでいま す。  
 
⑵ 市民協働フ ァ シリ テータ ーに任命さ れた OB・ OGの新たなス キルの習得 

  市民協働型のワ ーク ショ ッ プの運営，プロ ジェ ク ト の推進を補助し ，必要な手法や知

識を 所管課職員， 研修受講職員等に伝えら れる 人材の育成を 目指し ま す。  
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〇 令和２ 年度市民協働フ ァ シリ テータ ー派遣実績          （ 別紙） 

  以下のと おり ，延べ７ １ 名の市民協働フ ァ シリ テータ ーが各局区等の１ ０ 件のワ ーク

ショ ッ プ等の企画サポート ， 当日のフ ァ シリ テーショ ンに派遣さ れ， 活躍し ま し た。  

＜令和２ 年度派遣実績＞※依頼順 

件名 派遣先 
企画 

(人) 

当日 

(人) 

「 市民参加推進フォ ーラ ム」 まちづく り 部会， 市政参加部会 総合企画局 － 3 

市民参加フリ ート ーク セッ ショ ン  総合企画局 － 2 

X Cross Sector  K yoto（ ６ 回）  総合企画局 8 16 

下京区長 M eetup 下京区役所 － 4 

庁内・ お困り ごと バンク  重点支援プロ グラ ム（ ６ 回）  総合企画局 2 10 

西京区総合庁舎整備に向けたワ ーク ショ ッ プ（ ２ 回）  文化市民局 － 8 

京都市地域企業未来力会議 産業観光局 － 5 

上京区ま ちづく り 円卓会議 上京区役所 － 2 

京都京北未来かがやき ビジョ ン推進会議 第３ 回ワ ーク ショ ッ プ 京北出張所 － 2 

第１ ６ 回京都から 発信する 都市政策研究交流大会における 学生企画 総合企画局 5 4 

    計 15 56 

（ 派遣先から いただいたコ メ ント （ 抜粋））  

直前の打ち合わせのみでも ， 各委員から 意見が活発に出る よ う 当日のテーブルフ ァ シリ をし っかり と

し ていただき ， 多く の意見を引き 出し てく れま し た。 ま た， 参加者と し て， こ れま での業務経験を生か

し て， 委員から の質問に的確にお答えいただけま し た。  

オンラ イ ンイ ベント で， 目が行き 届かない部分のフォ ロ ーをし てく れま し た。  

市民と の協働をファ シリ テータ ーが経験する こ と ができ てよ かったのではないかと 思いま す。  

担当する チームの報告書を書いても ら う こ と によ り ， チーム活動が事務局側によ り 可視化さ れたのは

良かったです。  

所管課が抱える 課題を深堀し ， 今後の方向性を確定さ せる と こ ろま で， 的確なアド バイ ス をし つつ伴

走し てく れま し た。  

各ファ シリ テータ ーの方々に 1 名ずつ、 ワ ーク ショ ッ プに入っていただいたこ と によ り 、 当日参加し

た学生同士の意見交換が活発に行われ、 学生が主体的に参加し ている 様子が見ら れま し た。 ま た、 企画

を運営する 側の学生も 、 ファ シリ テータ ーが打合せに参加し ていただいたこ と で、 自発的に学生企画に

ついて取り 組むよ う になり ま し た。  

本年度， 継続的に開催し ている ワ ーク ショ ッ プのこ れま での議論の経過を踏ま えた上で， 今回のワ ー

ク ショ ッ プの参加者の意見の引き 出し ， 参加者同士の意見交換を進めてく れま し た。  

参加者それぞれの思いを引き 出し ていただき ， と ても 有意なワ ーク ショ ッ プになったと 思いま す。  

 


